通信学習実施計画書
１　講義を通信の方法によって行う地域　

　・山梨県全域とする

２　添削指導の方法

・自宅学習期間の質問方法

　　　通信添削による自宅学習にて通信学習課題を各自で進めていく

　　　レポートには提出期限を設定し、必ず期限内に提出する

　　　添削については担当講師が行うこととする

　　　受講者から添削課題について質問がある場合は、ＦＡＸを事務局宛に送る

　　　(有)グットケアー　事務局　　ＦＡＸ：０５５－２３６－６００７

　　　事務局より担当講師に確認し、ＦＡＸにて回答を行う
３　科目別通信学習時間

	科目名
	通信学習時間
	科目総時間

	１．職務の理解
	0時間
	６時間

	２．介護における尊厳の保持・自立支援
	７．５時間
	９時間

	３．介護の基本
	３時間
	６時間

	４．介護・福祉サービスの理解と医療の連携
	７．５時間
	９時間

	５．介護におけるコミュニケーション技術
	３時間
	６時間

	６．老化の理解
	３時間
	６時間

	７．認知症の理解
	３時間
	６時間

	８．障害の理解
	１．５時間
	３時間

	９．こころとからだのしくみと生活支援
	１２時間
	７５時間

	１０．振り返り
	０時間
	４時間

	合計
	４０．５時間
	１３０時間


４　通信学習課題配布・提出標準日程
添削課題は申込終了時に『受講証』『開講のご案内』『テキスト』とともに配布

６回の提出期限までに提出することとする
Ｈ２８年度第１回
	提出回
	科目
	提出日

	第1回
	２．介護における尊厳の保持・自立支援
	平成２８年９月６日

（3回目の授業）

	第２回
	３．介護の基本
	平成２８年９月１０日

（5回目の授業）

	第３回
	４．介護・福祉サービスの理解と医療の連携
	平成２８年９月１５日

（7回目の授業）

	第４回
	５．介護におけるコミュニケーション技術

６．老化の理解
	平成２８年９月２０日

（9回目の授業）

	第５回
	７．認知症の理解

８．障害の理解
	平成２８年９月２４日

（11回目の授業）

	第６回
	９．こころとからだのしくみと生活支援
	平成２８年９月２９日

（13回目の授業）


Ｈ２８年度第２回

	提出回
	科目
	提出日

	第1回
	２．介護における尊厳の保持・自立支援
	平成２８年１１月１５日

（3回目の授業）

	第２回
	３．介護の基本
	平成２８年１１月１９日

（5回目の授業）

	第３回
	４．介護・福祉サービスの理解と医療の連携
	平成２８年１１月２４日

（7回目の授業）

	第４回
	５．介護におけるコミュニケーション技術

６．老化の理解
	平成２８年１１月２９日

（9回目の授業）

	第５回
	７．認知症の理解

８．障害の理解
	平成２８年１２月３日

（11回目の授業）

	第６回
	９．こころとからだのしくみと生活支援
	平成２８年１２月８日

（13回目の授業）


Ｈ２８年度第３回

	提出回
	科目
	提出日

	第1回
	２．介護における尊厳の保持・自立支援
	平成２９年２月１７日

（3回目の授業）

	第２回
	３．介護の基本
	平成２９年２月２２日

（5回目の授業）

	第３回
	４．介護・福祉サービスの理解と医療の連携
	平成２９年２月２７日

（7回目の授業）

	第４回
	５．介護におけるコミュニケーション技術

６．老化の理解
	平成２９年３月３日

（9回目の授業）

	第５回
	７．認知症の理解

８．障害の理解
	平成２９年３月８日

（11回目の授業）

	第６回
	９．こころとからだのしくみと生活支援
	平成２９年３月１３日

（13回目の授業）


５　通信学習課題

1 　課題種類数　1種類

2 　出題形式及び出題数

	科目名
	択一形式
	穴埋め形式
	記述式
	合計

	２．介護における尊厳の保持・自立支援
	10問
	6問
	10問
	26問

	３．介護の基本
	15問
	
	9問
	24問

	４．介護・福祉サービスの理解と医療の連携
	10問
	15問
	11問
	36問

	５．介護におけるコミュニケーション技術
	5問
	
	4問
	9問

	６．老化の理解
	10問
	15問
	4問
	29問

	７．認知症の理解
	16問
	5問
	6問
	27問

	８．障害の理解
	
	
	3問
	3問

	９．こころとからだのしくみと生活支援
	5問
	25問
	16問
	46問

	合計
	71問
	66問
	63問
	200問


６　評価基準

　択一形式及び穴埋め形式問題については、合計点数7割以上を合格とする
　記述式問題の評価基準については

　Ａ、テーマに沿った適切な記述
　Ｂ、概ねテーマに沿った適切な記述と認められる

　Ｃ、テーマに沿った記述であるとは認められない

　とし、Ａ及びＢ評価について合格とする。尚、評価基準の判断は担当講師に委ねる

　課題の総得点の7割（70点）以上をもって合格とする。

　

　合格に満たなかった場合には、7日以内に再提出をさせ、合格基準を満たすように

指導する
